
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

者
あ
い
さ
つ
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
・
福
岡
議
長
。
福
岡
議
長
は
、

「
高
市
政
権
に
代
わ
り
戦
後

最
悪
の
政
権
に
な
っ
た
。
高
市

首
相
は
、
労
働
時
間
の
規
制
緩

和
を
進
め
よ
う
と
す
る
動
き

が
あ
る
。 

ま
た
、
来
年
の
通
常
国
会
に

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
に
、
各
県
本
部
の

労
働
相
談
員
か
ら
１
年
間
の

相
談
件
数
や
ど
の
よ
う
な
相

談
が
多
い
の
か
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
各
県
と
も
パ
ワ
ハ

ラ
の
相
談
が
一
番
多
く
、
残

業
代
未
払
い
賃
金
の
相
談
も

多
い
と
い
う
デ
ー
タ
ー
で
し

た
。 学

習
交
流
会
に
参
加
し
た

感
想
は
、
実
例
を
示
し
て
裁

判
例
を
基
づ
い
た
判
決
結
果

の
学
習
で
あ
っ
た
の
で
、
非

常
に
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
。

法
律
に
は
、
ま
だ
ま
だ
不
備

が
り
有
期
雇
用
か
ら
無
期
雇

用
に
転
換
し
て
労
働
条
件
が

変
わ
ら
な
く
て
も
裁
判
で
は

違
法
に
な
ら
な
い
理
不
尽
な

こ
と
が
ま
か
り
通
る
法
律
だ

と
感
じ
ま
し
た
。 

全
体
の
参
加
者
は
５０
名
。

建
交
労
大
阪
か
ら
荻
田
書
記

長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

は
労
基
法
改
正
の
素
案
が
出

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。 

今
で
さ
え
長
時
間
労
働
で

過
労
死
す
る
労
働
者
が
あ
と

を
絶
た
な
い
の
に
さ
ら
に
、

緩
和
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

何
と
し
て
も
長
時
間
労
働
に

繋
が
る
法
案
を
阻
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ

「
近
年
は
、
様
々
な
法
律
が

改
正
さ
れ
て
い
る
。 

私
た
ち
も
相
談
者
に
正
確

な
情
報
と
解
決
策
を
示
す
に

は
、
学
習
で
知
識
を
高
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
日
の
学
習
が
今
後
に
い
か

さ
れ
る
学
習
と
交
流
に
し
た

い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
そ
し
て
、「
働
く
ル
ー
ル

を
巡
る
情
勢
と
近
時
の
裁

判
例
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に

自
由
法
曹
団
京
都
支
部
の

毛
利
崇
弁
護
士
を
お
招
き

し
て
約
１
時
間
学
習
し
ま

し
た
。 

学
習
内
容
は
、「
広
が
る

非
労
働
化
、
拡
大
す
る
非

正
規
雇
用
、
隙
間
バ
イ
ト
、

労
基
法
改
悪
の
動
き
、
最

近
成
立
し
た
法
律
、
近
時

の
裁
判
例
」
を
柱
に
学
習

し
ま
し
た
。
学
習
会
後
の

質
問
で
は
、
裁
判
例
を
も

と
に
、「
有
期
雇
用
か
ら
無

期
雇
用
に
転
換
し
た
が
、

労
働
条
件
が
有
期
雇
用
時

代
と
変
わ
ら
な
い
。
」
「
彦

根
で
１０
年
間
、
同
じ
工
場

勤
務
と
し
て
働
い
て
い
た

が
、
大
阪
に
転
勤
を
命
じ

ら
れ
営
業
職
に
職
種
を
変

更
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

事
例
の
場
合
の
良
い
戦
略

が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。」
と
い
う
よ
う
な

質
問
で
意
義
の
あ
る
学
習

 

全
労
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
第

８
回
労
働
相
談
委
員
学
習
交

流
会
は
、
１１
月
１
日
（
土
）
１３

時
３０
分
か
ら
国
労
大
阪
会
館

大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。 

大
阪
労
連
・
嘉
満
事
務
局
長

の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
主
催
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戦
後
８０
年
を
迎
え
た
今
年

の
憲
法
集
会
は
、
１１
月
３
日

（
月
・
祝
）
１４
時
か
ら
大
阪

市
に
あ
る
女
神
像
前
で
集
会

を
行
い
、
そ
の
後
に
５
隊
に

分
け
て
デ
モ
行
進
し
ま
し

た
。 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
一
二

三
礼
に
よ
る
唄
で
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
開
会
あ
い

さ
つ
は
、
と
め
よ
う
改
憲
び

っ
く
り
大
阪
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
山
本
健
治
さ
ん
。
メ
イ
ン
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交
労
大
阪
か
ら
は
、
前
村
委

員
長
、
橋
本
副
委
員
長
、
荻

田
書
記
長
、
此
花
支
部
１
名
、

関
西
支
部
１
名
、
大
阪
合
同

支
部
３
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
パ
レ
ー
ド
は
、
女
神
像

前
か
ら
扇
町
公
園
ま
で
デ
モ

行
進
し
ま
し
た
。 

 

言
い
な
り
で
大
軍
拡
を
推
し

進
め
る
高
市
政
権
は
戦
後
最

悪
の
政
権
で
あ
る
。
な
ん
と

し
て
も
憲
法
９
条
を
守
り
、

平
和
な
日
本
を
つ
く
ろ

う
！
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。
主
催
者
発
表
で
参
加

者
は
、
２
，
５
０
０
名
。
建

ス
ピ
ー
チ
は
、
京
都
大
学
教

授
・
高
山
佳
奈
子
さ
ん
。
市

民
ス
ピ
ー
チ
と
し
て
、「
５
５

回
超
え
た
ガ
ザ
虐
殺
や
め

ろ
！
堺
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
連

続
宣
伝
、
核
兵
器
の
な
い
世

界
を
め
ざ
し
て
非
人
道
的
な

入
管
行
政
を
告
発
す
る
」
な

ど
の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
に
、
立
憲
各
政
党
（
日

本
共
産
党
・
れ
い
わ
新
選
組
、

立
憲
民
主
党
）
が
ア
ピ
ー
ル
。

各
政
党
か
ら
は
、「
ア
メ
リ
カ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経
済
闘
争
だ
け
で
な
く
政

治
闘
争
も
重
要
な
取
り
組
み

で
す
。
」
と
語
っ
た
う
え
で
、

「
自
家
用
（
白
ナ
ン
バ
ー
）

ダ
ン
プ
に
よ
る
就
労
が
国
会

で
成
立
し
、
そ
の
一
部
に
違

法
な
白
ト
ラ
利
用
禁
止
（
荷

主
規
制
）
が
あ
り
、
自
家
用

ダ
ン
プ
の
す
べ
て
違
法
に
当

た
る
よ
う
な
表
現
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
交

省
は
ダ
ン
プ
規
制
法
に
基
づ

き
登
録
し
て
い
る
自
家
用
ダ

ン
プ
の
使
用
を
認
め
て
お

り
、
過
去
の
「
北
浜
砕
石
事

件
」
で
労
働
者
性
が
あ
れ
ば
、

ダ
ン
プ
を
使
っ
て
い
る
会
社

側
「
自
家
用
行
為
」
と
し
て

見
な
す
と
い
う
裁
判
所
の
判

決
が
あ
る
。
全
国
部
会
は
国

交
省
と
懇
談
し
、「
自
家
用
ダ

ン
プ
の
使
用
は
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
（
実
態
判
断
）
直
ち

に
違
法
で
は
な
い
。」
と
の
見

解
を
変
え
な
い
と
回
答
し
て

 

関
西
ダ
ン
プ
支
部
第
５２
回

定
期
大
会
は
、

１１
月
９
日

（
日
）
午
前
１０
時
３０
分
か
ら

国
労
大
阪
会
館
１
階
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
荻
田
副
委
員
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
冒
頭

に
執
行
部
を
代
表
し
て
前
村

委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。 

前
村
委
員
長
は
、「
石
破
政

権
の
自
公
政
権
か
ら
少
数
与

党
で
あ
る
が
高
市
政
権
の
自

民
・
維
新
政
権
が
誕
生
し
た
。

高
市
政
権
は
、
ア
メ
リ
カ
言

い
な
り
に
大
軍
拡
に
突
き
進

む
危
険
な
政
治
運
営
で
あ

る
。 一

方
、
国
民
の
暮
ら
し
に

は
背
を
向
け
、
消
費
税
の
減

税
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃

止
に
は
消
極
的
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
政
権
に
審
判
を

下
す
に
は
選
挙
に
行
っ
て
少

数
に
追
い
込
む
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。 

い
る
。
未
組
織
の
自
家
用
ダ
ン

プ
の
仲
間
へ
、
建
交
労
に
入
っ

て
一
緒
に
仕
事
を
守
る
運
動

を
展
開
す
る
こ
と
を
呼
び
か

け
よ
う
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
す
べ
て
の
議
案
提
案

と
次
期
役
員
選
挙
を
実
施
し
、

各
議
案
は
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
、
新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
新
役
員
体
制
は
、
２０
代

と
３０
代
の
若
手
が
入
っ
た
の

で
、
次
世
代
へ
の
継
承
が
進
ん

だ
形
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
全
体
で
２０
名
で
し
た
。 

ＮＯ１１８（３）           建交労大阪府本部機関紙           2025年 11月号         

 



 

 

れ
、
各
職
場
の
実
態
や
春
闘

に
向
け
た
構
え
、
組
織
拡

大
・
強
化
の
取
り
組
み
な
ど

交
流
し
、
１
日
目
が
終
了
し

ま
し
た
。
翌
日
は
、
各
分
散

会
の
報
告
と
全
体
討
論
７
名

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
最

後
に
森
谷
副
委
員
長
の
団
結

が
ん
ば
ろ
う
を
三
唱
で
２
６

春
闘
を
旺
盛
に
闘
う
決
意
を

確
認
し
て
集
会
を
終
え
ま
し

た
。 

 
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
に

廣
瀬
書
記
長
か
ら
２
０
２
６

年
春
闘
方
針
第
１
次
案
及
び

統
一
要
求
基
準
案
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。
提
案
後
に
は
、

静
岡
県
立
短
期
大
学
の
中
澤

秀
一
准
教
授
の
講
演
で
テ
ー

マ
は
「
最
賃
闘
争
の
意
義
」

に
つ
い
て
約
１
時
間
学
習
し

ま
し
た
。
学
習
会
後
は
、
３

つ
の
分
散
会
と
２
分
科
会

（
ダ
ン
プ
・
労
職
）
に
分
か

は
、「
物
価
高
騰
で
労
働
者
の

生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る

現
状
で
は
、
企
業
も
政
府
も

賃
上
げ
は
必
要
と
い
う
情
勢

に
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け

大
企
業
の
儲
け
を
社
会
的
に

還
元
さ
せ
る
取
り
組
み
が
必

要
、
労
働
組
合
の
闘
い
が
重

要
で
す
。
下
請
法
の
改
正
が

あ
り
、
賃
上
げ
な
ど
も
下
請

け
価
格
に
反
映
さ
せ
る
よ
う

元
請
け
企
業
へ
迫
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
大
い

し
ま
し
た
。
参
加
は
２
６
県

本
部
か
ら

８６

名
が
参
加
し

ま
し
た
。
冒
頭
に
足
立
浩
中

央
執
行
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
。 足

立
中
央
執
行
委
員
長

 

建
交
労
２
０
２
６
年
春
闘

討
論
集
会
は
、
１１
月
２３
日

（
日
）
・
２４
日
（
祝
・
月
）

の
２
日
間
、
静
岡
県
・
伊
豆

の
国
市
の
ホ
テ
ル
サ
ン
バ
レ

ー
伊
豆
長
岡
に
お
い
て
開
催

ＮＯ１１８（４）           建交労大阪府本部機関紙            2025年 11月号         

 


